
1 

平成２９年９月議会 市長提案説明 

               

今年の夏も全国各地で集中豪雨や台風による自然災害が多発しました。亡く

なられた方に心からお悔やみを申し上げますとともに、被災された全国のみな

さまにお見舞いを申し上げます。 

本市におきましても、６月 30 日未明の大雨により土砂災害が発生しており、

昨年の被災箇所と合わせまして早期復旧に取組むとともに、必要な基盤整備を 

行い、安全で安心して暮らせるまちづくりを引き続き進めてまいります。 

 

また、北朝鮮情勢でございますが、北朝鮮は、8 月２９日、北海道襟裳岬上空

を通過させる弾道ミサイルを発射しました。さらに、９月３日には核実験を強

行しました。 

断じて許すことができない行為であり、強く抗議したところでございます。 

万が一の場合に、国が国民に対して求めている行動について、市としても周

知に努めるとともに、緊張感をもって、今後の動きを注視してまいります。 

 

 さて、内閣府が去る８月 14 日に公表したＧＤＰ速報の１次速報値によります

と、本年４-６月期の実質成長率は 1.0％と６四半期連続で増加しており、我が

国の景気は 1年半にわたって回復基調が続いています。 

また、本年 7 月に尾道商工会議所が取りまとめられた６月期の経済動向調査

報告においても、「製造業、非製造業ともに２期連続で回復の兆しがある」と景

況の総括をされています。 

一方で、こうした景気回復を示す統計数値が消費者、生活者の生活実感につ

ながっていないという指摘もあり、本市においては、このたび策定しました新

しい総合計画実施計画に基づき、子育て支援や子どもの貧困対策、さらには雇

用の創出やまちなかの活性化を始めとした地方創生などの重要な政策課題への

取組を強化し、市民のみなさまが安心と心の豊かさを実感できるまちづくりを

進めてまいります。 

 

 この８月 26 日に東京のアキバスクエアで開催された「ふるさと甲子園」で我

がまち尾道がグランプリに輝きました。 

 これは、全国から選抜された 55 地域がロケ地とご当地グルメで我がふるさと

をアピールし、「行きたいまち№１」を決定するイベントで、映画「こいのわ婚

活クルージング」と瀬戸田産レモンの「レモンスカッシュ」のタッグで挑戦し

た本市が、グランプリに選ばれたものです。 

 これを機に、さらなる交流人口の拡大と地域資源の掘り起こしを行い、地域の活力

向上に努めてまいります。 
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本年度も折り返し近くを迎えております。庁舎整備調査特別委員会で集中し

てご議論いただいております庁舎整備で申し上げれば、本庁舎の建設工事に 

関わります契約議案を今議会に提案させていただく運びとなるなど、本年度の

事業実施が本格化しているところでございます。年度の後半に向けて、各分野

での取組をさらに加速させてまいります。 

 

それでは、補正予算案など、諸案件を提案するに当たりまして、総体的な説

明を申し上げます。 

まず、一般会計の補正予算案でございますが、マイナンバーカード記載事項

等の充実のためのシステム改修費、いきいきサロンの整備や子育て世代包括支

援センターの新設、みつぎ総合病院の総合医療情報システム更新に係る経費の

負担をお願いしております。 

また、道路、橋りょう、排水路等の維持補修、改良のための経費や今治・土

生航路運航事業への補助金など、生活基盤整備に係る経費をお願いしておりま

す。 

教育関係では、小中学校のトイレの洋式化に向けた設計委託料や新入学児

童・生徒の学用品費の入学前支給のための経費をお願いしております。 

このほか、本庁舎駐車場用地の購入に係る経費や重度心身障害者医療助成費

県費補助金返還金、尾道駅周辺地区公共空間活用整備検討のための委託料など

をお願いしております。 

 なお、債務負担行為につきましては、追加と変更をそれぞれ２件ずつお願い

しております。 

 

このほか、５つの特別会計の補正予算案や、「本庁舎建設工事に係る工事請負

契約の締結について」などのほか、先ほど決算状況の報告を申し上げました平

成 28 年度の水道事業、病院事業の２事業会計の「決算認定について」を合わせ

て、提案しております。 

なお、諸案件の詳細につきましては、それぞれ担当部長から説明させますの

で、よろしく御審議の上、議決、認定を賜りますようお願い申し上げます。 

 

次に、平成28年度の決算見込みでございますが、先般お示ししましたように、

一般会計では実質収支で約 5 億 5,300 万円の剰余金が見込まれる状況でござい

ます。 

経常収支比率につきましては、市税や地方交付税の減少の影響などにより、

95.8％となっております。 

また、健全化判断比率の各指標は、標準財政規模や市債残高の減少などによ

りまして、近年、一貫して数値の改善が見られる状況でございます。 
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また、同時にお示ししました今後 5 年間の財政運営見通しにおいては、約 16

億円の財源不足を見込んでおります。必要な事業を計上しつつ、昨年度の不足

見込み額から約 3.5 億円の改善を図っております。引き続き持続可能で安定し

た財政運営に向け、努力してまいります。 

議員各位はもとより、市民のみなさま方の御支援、御協力をお願い申し上げ

まして、総体的な説明とさせていただきます。 

どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

※本文は、口述筆記ではありませんので、表現などについて、実際の説明と

若干異なることがあります。 


